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課

宮代町の取り組みが評価され、日本年金機構
から8月28日に感謝状をいただきました。口
座振替や前納促進のほか、免除制度の勧奨な
ど納付率向上の取り組みが評価されたもの
です。宮代町の昨年度の国民年金納付率も全
国平均を3.5%上回っています。年金は全世
代にとって大切な制度です。これからも、み
んなで支えていきましょう。	 住民課

町の安全を守るために6月から7月にかけ
て、すべての分団がそれぞれに訓練内容を企
画し、消防署と連携した訓練を行いました。
各消防団は町民の安全を守るために日夜奮
闘しています。自分たちの町を自分たちで守
ることができる仕事です。消防団に興味を持
たれた方は、ぜひ団員になって一緒に活動し
ませんか。	 くらし安全課

宮代町は空き家等の流通促進に関する協定
を9月4日に埼玉県宅地建物取引業協会及び
全日本不動産協会と締結しました。この協定
の締結により、町と不動産業者団体が連携
し、町内の空き家等の流通及び利活用を促進
します。空き家等の活用希望者とのマッチン
グ支援など、良好な住環境の維持及び地域の
活性化を進めます。	 未来のまち整備課

人気ドラマ「VIVANT」 サイドストーリー、
チンギス編の撮影が進修館で行われました。
撮影は5月23日から6月23日の1ヶ月。エキ
ストラ撮影に応募のあった宮代町の子ども
たちの参加もありました。進修館がほぼ丸ご
と撮影場所になっています。作品は9月20日
よりU-NEXTで配信。どんな作品に仕上がっ
ているのか、ぜひご覧ください。	 進修館

申込書は窓口配布のほか、
町ホームページから
ダウンロードできます 〈記事ID 306〉

広告を出しませんか広告を出しませんか
事業者のみなさまへ

▲俳句、短歌等の投稿は、住所・氏名・電話番号を記入し、〒345・8504 宮代町「広報みやしろ」へ。漢字には必ずふりがなをつけてください。
　連絡先や名前がなく俳句、短歌等の内容が確認できない場合は、掲載できません。11月号への掲載は10月9日(金)まで。楷書での記入をお願いします。
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